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全校の研究テーマ「社会生活に生きる力を育む指導の充実」の２年目。高等部では 1年目に作業学

習について「実践→評価→改善→実践…」と継続した取り組みから、生徒の主体性をさらに引き出し

たり生徒の目標とする力を身に付けさせるために各教科が目標を共有し連携して取り組んだりするこ

とが大切であることを確認した。また生徒に付けさせたい力に迫るためには年間計画から内容を見直

し、大切にするところや改善するところを考えたり改善点を共有したりすることで、学部全体で取り

組めるようにしていくことを確認した。 

また、今年度は指導要録の書式の変更に伴い、本校の高等部の教育課程には無い理科・社会の教科

及び道徳の記載について、共有化しなければならない必要性があり、同時に研修を行う。 

 

 

 

 

公開授業研究(数学)で、社会生活に生きる力を目標として設定し、ICT を使った授業の活用や日常生

活に則した問題を解くなどの工夫をすることで、生徒が主体的に活動し、目標を達成できると考え実

施する。 

学部の研修として「学習指導要領からわかる本校の理科・社会の教育について」グループ討議を行

う。学習指導要領の理科・社会を読み解きながら、本校が実際に行っている授業の中の、理科・社会

の学習内容を探す。道徳推進教師を講師に迎え、教育課程の位置づけや、本校における「特別の教科 

道徳」の全体計画、指導要録の記載について学習する。 

     

 

社会生活に活きる力 

 

 

 

 

         工夫 

 

         

 

ICT の活用 

日常生活に則した問題 

数学の目標①② 

「社会生活に生きる力を育む指導の充実」 

～社会生活に生きる力 公開授業研究(数学)を通して～ 

～本校高等部の理科・社会の教育～ 

～特別の教科「道徳」～ 

 

 

 今年度のテーマ 

研究方法 

主体性の発揮 

達成 

研究計画 



 

 

 

 

 

（１） 公開授業研究：「四則計算まとめ」(ICT を活用した数学の授業) 

研究協議 ①授業について ②社会生活に生きる力をはぐくむ指導の実践例 

                    ＜高等部授業班会より 参考資料＞ 〇 ICT の活用  
                  

職業・Ⅳ

類 

キーノートを使ったプレゼン使用の作成 

上記のものを使った説明・報告（デュアル・実習） 

自分のアカウントを使って Word、keynote、面接動画をアップデートし、振り返り 

画面共有しながら授業を進める（家庭） 

体育 Bluetooth を活用し、曲を流す 

ダンス動画を HPに UP 

  

（２） 学習内容(年間指導計画)とかしの木学習プログラムの位置づけ 

（３） 学習指導要領(理科・社会)の読み解き、本校の学習内容に照らし合わせる 

 

 

 

 

 

 

 

本校高等部では、「理科」・「社会」という教科では学習をしていないが、その学習内容の 

多くが様々な場面で「社会生活に生きる力」に直結するものであるということがわかる。 

 

(４)  特別の教科 道徳について、教育課程の位置づけ、本校における全体教育 

道徳推進教師を講師に迎え、教育課程の位置づけや、本校における「特別の教科 道徳」の 

全体計画、また、指導要録の記載について学習した 

 

        
 

 

 

 

昨年度作業学習で取り組んだＰＤＣＡサイクルを活かした授業改善を、他の教科(数学)の研究授業

で実践し、研究協議を行った。苦手としていた内容(数学)に向かう生徒が、自分で問題を解くことで

「楽しい」と達成感を持つことができた。教員の支援を最小限にとどめ、実際の日常生活の場面で生

徒自身が培った力を発揮できるように指導した。また「社会生活に生きる力をはぐくむ指導内容」に

ついては多くの教科にわたって学習内容が記された。来年は本研究の 3年目。学習指導要領の三つの

柱①知識・技能 ② 思考力・判断力・表現力等 ③学びに向かう力 人間性等を踏まえて、社会に生

きる力の共通認識を持ち、教員間、教科間の連携を図りながら授業を作ることを研究の柱として行

う。 

学習指導要領 一致する「目標・内容」の部分 実際に本校で行っている授業内容 

学 部 段 階 目  標  ・ 内  容 教 科 授 業 内 容 
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実践研究 

まとめと今後の課題 


